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1．きっかけ

校外学習で標本館や博物館を訪れる子どもたちが
増えた．それ自体は良いことなのだが，物を見ないで
一生懸命解説文を書き写しているだけの子ども達の
姿がすごく気になった．多分学校へ戻ってからレポー
トを提出するためなのだろうが，もっと，物をちゃんと
見せる工夫ができないものだろうかと考えるようにな
った．教育の専門家ではないので，頭の隅にひっか
かっていただけであったが，たまたま短歌講座で，短
歌の基礎は「1．しっかりものを見る．」「2．自分なりの
発見をする．」「3．自分の言葉で表現する．」の3点で
あるという話を聞いて，これは理科教育に使えるので
はないか，と閃いた．
さらに，新聞で，新設の都立の中高一貫校の白鴎
高校付属中の入学試験で『思考力，発想力などを問
う適性検査では，「秋に実る果物を一つ取り上げ，短
歌で季節の様子を表現せよ」などの問題が出題され』
という記事を見た．皆，考えることは同じだと思っ
た．
そこで，大東文化大学で中井助教授の理科教育法
を履修している大学生達に「春を見つけて短歌で表
現する」「そのなかで互選」をせよという課題を出し
た．彼らは小学校教員を目指している．まずは先生の
卵で試してみることにした．

2．国語で習う短歌

小学校では6年生で，国語に短歌と俳句の単元が
あり，短歌に興味のある先生に当たらない限り，これ
が短歌と初めて遭遇する機会となる．ところがここで
の学習の大きな目標は言葉のひびきを味わう，となっ
ており，古典和歌の作品が多く引用されている．参考

までに多く採用されている4社の教科書から，掲載さ
れている作品を次に抜き出す．表記は教科書に従っ
た．この中には複数社で引用されている作品もある．
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ここに出てきた作者18人のうち，万葉集から持統
天皇，柿本人麻呂，山部赤人，志貴皇子，安倍仲麻
呂，の5人，古今集から藤原敏行が1人，江戸時代は
良寛，橘曙覧，大隈言道の3人，明治大正が石川啄
木，伊藤左千夫，前田夕暮，与謝野晶子，木下利玄，
若山牧水の6人，大正昭和から現代が，斎藤茂吉，四
賀光子，俵万智の3人という内訳である．いずれも優
れた作品であるのだが，理科教育へ応用することを考
えれば，万葉集に詠われている自然を現代の都会っ
子は，身近にイメージできないのではないかと少し心
配である．たとえば「東の野にかぎろひの立つ見えて
かへりみすれば月かたぶきぬ（柿本人麻呂）」という作
品で，この「かぎろひ」は広辞苑によると日の出前に東
の空に射し始める光のことを言うらしい．またこの歌
は冬に詠まれた（中西　進「万葉集」など）．冬のよく
晴れた日の日の出前に見られる最初の陽光と沈み行
く月．これを現代っ子が想像できるだろうか．
現代短歌はどちらかというと調べの美しさよりも意

味や表記に重きを置く作者が増えてきているので，言
葉の響きを味わおうという学習目標には確かに古典
がふさわしい．ただ，現代のポップスを聴いても言葉
のリズムが昔とはだいぶ違う．ラップのリズムに年配
者は日本語として抵抗があるかもしれないが，若者は
いともたやすく乗っていける．現代の若い短歌作者
は，自分達の世代のリズム感で作品を作るので，老
若男女入り乱れて，現代短歌の世界はかなりにぎや
かである．もちろん国語として古典は大変重要だが，
理科への適用を，国語で習ってきたような古典和歌，
近代短歌の経験だけではイメージするのは難しいか
もしれない．おそらく，大学生の短歌に対するバック

グラウンドはほぼゼロであると判断し，初めにサンプ
ルとしていくつかの短歌大会で公開されている小学
生の入選作品から，理科として面白い発見をしている
と思うものを紹介した．大学生の作品も短歌としてど
うか，ではなく，いかに，オリジナルな「春」を見つけ
てきたか，という方に評価のポイントを置いた．つま
り，国語で習う短歌はここでは忘れましょう，これはあ
くまで理科ですから．という具合である．

3．小学生の作品例

次に資料として配布した小学生の作品を一部紹介
する．これは季節を見つけて作らせたものではない
が，身近な発見が生き生きと描かれている．若山牧
水全国こども短歌コンクール，鳥取県民文化祭，NHK
全国短歌大会ジュニアの部の入選作品より選んだ．
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いずれも自分で発見したことを自分の言葉で表現し
ている．これらを参考に大学生にも挑戦してもらった．

4．大学生が見つけた都会の春と秋

埼玉県東松山市の大東文化大学構内で，学生達は
自分の身近にある自然，すなわち都市近郊で見られ
る春を探してきた．60人弱の履修者の中で互選の結
果上位に来たものを次に紹介する．繰り返すが，短
歌としてどうかということは評価の対象になっていな
い．あくまでもどんな春を見つけてきたか，がポイント
である．ただ，見つけやすいということで「つくし」「た
んぽぽ」「桜」が多かった．作者名は伏せてある．
まずは互選で最高の12票の作品である．学生のつ
けたコメントを見ると春の気分が出ている，というの
が多かった．

以下次点

学生には短歌経験がほとんど無いところに，中途
半端に短歌（＝和歌）のイメージがあったようで「自分
なりの感性と言葉」という課題に苦労したようである．
理科の視点で言えば，オーソドックスな春が上位を占
めたのが少し残念だった．ただ，「花粉症」はネガティ
ブではあるが新しい春のイメージとして受け入れられ
ているようで面白かった．「新しい彼女」なんていうの
もあった．現代っ子大学生らしい．互選の得点に関
わらず，大学生が都会生活の中で見つけてきた新し
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い春で面白かったものを次にあげる．
・スギ花粉，ヒノキ花粉，マスク
・食材（たけのこごはん，菜の花のおひたし）
・風，気温，光（街の色）
・人々の服装に明るい色が多くなった
・商店のディスプレイ（季節の先取り）
・パンジーなど花壇の植え替え
・天気予報の気温表示の色が変わる
次に「校内を歩いて秋を20件探し，1，2行の文章

で表現せよ」という課題を後期に再び履修者に出し
たところ，春よりもバラエティーに富む秋を見つけてき
た．もしかしたら，それなりに春は見つかっていたが，
短歌で表現せよ，と言うところで月並みな春にしてし
まっていたのかもしれない．
・空が高くなった
・自分の影が長くなった
・並木に銀杏が落ちていて臭い
・暖房器具の売出し
・スキーツアーのパンフレット
・生協に肉まん
・自動販売機で温かい飲み物，が出た
・おふろのお湯の温度設定を高くした
・サンマが安く食べられるようになった
・朝，窓が結露するようになった
身近な変化を感じられるようになったようである．

しかし，もう一歩，「表現する」まで指導できるように
なると良いのだが．

5．短歌で表現することの良さ

別に見つけた季節を表現する方法は短歌に限るこ
とではないのだが，なぜ，短歌がよいと思うのか具体
例を挙げて述べることにする．
短歌は5・7・5・7・7を基本とする形式で，俳句

よりも長いがかなり短い．しかし，俳句には無い7・7
で自分の気持ちを込めることができる．歌人の三枝
之氏は「短歌は人間の体温に最も近い詩形」と言

っていたが，だからこそ，身近な自然観察と良い取り
合わせになると考えている．
理科教育に戻って例をあげると，「毛虫の観察をし

ましょう」という課題があるとする．好きな子は問題な
いが，嫌いな子は苦痛でしかない．見るのも嫌なの
だから．しかし，「短歌を作りましょう」であれば，嫌い
だという短歌を作ればよいのである．
ああいやだ見るのも嫌だ毛虫など
俳句ならばこれで終わってしまう（これを俳句といっ
て良いかどうかは別として）が，ここで先生が一言，な
ぜ嫌いなのか，と聞いてあげたら
見た目はキモイし刺されれば痛い
という下句を短歌ならばつけることができる．短歌と
しての出来はさておき，理科的には，「毛虫に刺され
たことがあって痛かった」，という重要な情報をこれ
は表現している．また，短歌だからこそ，嫌いだとい
うことを堂々と言ってしまえる．今，小学校で良い子
であろうとすると「嫌だ」と言いにくいことが多い．そ
ういう意味でも短歌は懐の深い表現方法であると考
えている．
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表します．また課題に取り組んでくれた大東文化大
学の学生諸氏にお礼申し上げます．
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